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　機関誌『水の文化』の連載「水の文化書誌」
執筆者で、水の文化センターのアドバイザーも務
める古賀邦雄さんが久留米大学に寄贈した河川、
湖沼、水の書籍およそ1万2000冊は、同大学の
御
み

井
い

図書館内に「古賀邦雄河川文庫」として所
蔵されています。
　このほど編集部は御井図書館を訪問し、「古
賀邦雄河川文庫」を見学させていただきました。
蔵書はまだ整理中とのことでしたが、その質と量
を目の当たりにし、圧倒される思いがしました。

　毎年恒例の「水にかかわる生活意識
調査」を6月に実施しました。今年で27
回目となります。
　節水状況や水道水の得点評価など、
水にかかわる生活実態を継続的に調べ
ており、今回はさらに、世界の水問題に
対する意識についても調査しました。
　結果をまとめたレポートは8月1日

「水の日」に合わせてホームページで公
開予定ですのでぜひご活用ください。
https://www.mizu.gr.jp/chousa/

　水の文化センターのメールマガジンオリジナル
キャラクターが誕生しました！
　オリジナルキャラクターが楽しくセンター活動
をご紹介するメールマガジン。皆さん、ぜひホーム
ページからご登録ください。お待ちしております！

※ＨＰのお問い合わせフォームの内容に、「メル
マガ登録希望」とご記入ください。
https://www2.mizkangroup.co.jp/
customer/group/mizu.html

　5月22日（土）、「世界運河会議
NAGOYA2020」の2日目に行なわ
れたセッション3「市民・企業が支
える水辺マネジメント」に、センター
長がオンラインで登壇しました！
　半田運河を中心としたミツカング
ループとしての水辺での活動内容に
関して、紹介いたしました。

機関誌『水の文化』制作について

　ミツカン水の文化センターで発行しております機関誌『水の文化』68号に
つきましては、感染防止対策を徹底しつつ取材活動を行ないました。
　取材先の皆さまには、顔写真撮影に関してマスクを外していただくなどのご
協力をお願いいたしました。この場をお借りして御礼申し上げます。

　また、ご好評いただいております連載「食の風土記」「Go! Go! 109水系」
はやむを得ず休載といたしました。
　69号以降も感染防止対策を徹底したうえで、機関誌『水の文化』を制作し
てまいります。

センター活動報告

「古賀邦雄河川文庫」を訪問しました

今年も生活意識調査を実施し、
「水の日」に向けてHPで公開します！

5月22日の世界運河会議にセンター長出席

新キャラクターが
センター活動を
お知らせ！

水の文化センターの
メールマガジンに
登録しませんか？

久留米大学御井図書館の外観 蔵書の整理が進む「古賀邦雄河川文庫」
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水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください
 https://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 「水にかかわる生活意識調査」 ホームページで公開中
 25年以上にわたり、ほぼ同じ内容で日常生活と水とのかかわ
りや意識、水と文化に関する生活意識調査を実施していま
す。結果はすべて公開していますので、ぜひご活用ください。
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第68号
ホームページアドレス

https://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写転売

『水の文化』68号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
https://www.mizu.gr.jp/form68.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：03-6784-3056
メールアドレス：mizubun@mizu.gr.jp


